
 

 

はじめに 

慶応元(1865)年2月から同3年12月まで、京を追われた尊王攘夷派の5人の公卿、三条実美・

三条西季知・東久世通禧・四条隆謌・壬生基修は、太宰府延寿王院(現宮司西高辻邸)に滞在しまし

た。その間、太宰府のまちには五卿の随従者や守衛の者が常駐し、五卿を訪問する勤王の志士も

多かったようです。 

 五卿の滞在により、太宰府およびその周辺の地域には五卿にまつわる有名無名のエピソードが

数多く残っています。ここではその一端を五卿の遺蹟とともに紹介します。 

テキスト注釈
尊王攘夷とは、天皇を尊び政治の中心とする「尊王（皇）」という思想と、外国を退ける意味の「攘夷」という別個の思想が結びついたもの。

テキスト注釈
さんじょうさねとみ。1837-1891。幕末・明治時代前期の政治家。新政府では太政大臣、内大臣などを歴任、明治22（1889）年には一時、臨時首相も兼任した。


テキスト注釈
さんじょうにしすえとも。1811-1880。幕末・明治時代前期の公家。新政府では参与に就任。三条西家の当主は代々和歌に優れており季知も歌道の宗匠として知られており、明治天皇の近習・侍従となって歌道の指導にあたった。

テキスト注釈
ひがしくぜみちとみ。1833-1912。幕末・明治時代の公家、政治家。新政府では参与となり、以後、外国事務総督、また外国官副知事を歴任するなど、外交折衝を担当した。

テキスト注釈
しじょうたかうた。1828-1898。幕末・明治時代の公家。明治元（1868）年の戊辰戦争では、追討総督となり、以後、陸軍将校、鎮台司令官を歴任するなど、軍人として活躍した。

テキスト注釈
みぶもとなが。1835-1906。幕末・明治時代の公家。新政府では参与となり、御親兵掛も兼任、戊辰戦争では参謀に任じられ会津戦争に出征するなど軍事に長けた人物として重用された。
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